
　現在、日田玖珠地域の１１９番は日田玖珠広域消防組合消防本部で受け付けて、火災、救急等の対応を行っています。
　この度、大分県内すべての１１９番を、大分市に開設する「おおいた消防指令センター」で受け付けることになりま
す。日田玖珠地域の１１９番は、令和６年７月２３日に切り替わります。
　「おおいた消防指令センター」では、同時に最大で３６回線の１１９番を受け付けできるようになります。
　また、スマートフォンからの１１９番に対し、通報者のスマートフォンカメラを使って映像情報を伝えることができる「映
像通報システム」も導入されます。

※ 映像通報とは、言葉では伝えづらい現場の様子を映像で伝えることで、消防の対応をより早く確実なものにするものです。

詳しくは、日田玖珠広域消防組合消防本部　警防課通信指令室（☎ 0973-24-2204）までお問い合わせください。

１１９番通報を受信する区域が広がりますが、場所の特定はすぐにできますか？

消防車や救急車はどこから出動しますか？

おおいた消防指令センターには、高機能指令システムが導入されます。システムに備わっている検索機能により
迅速に場所の特定が可能です。

これまでと変わらず、日田玖珠広域消防本部の各消防署、出張所から出動します。

◎令和６年７月２３日から１１９番を「おおいた消防指令センター」で受け付けます！

おおいた消防指令センター Q ＆A
Q

Q

A

A

【おおいた消防指令センター】

大分県内すべての１１９番通報を
「おおいた消防指令センター」で受け付けます！

広報ここのえ　2024.7月号広報ここのえ　2024.7月号 2424



ふるさとの
 文化財探訪

第122回

牧
口
八
幡
社
の
夏
越
神
事

　

今
年
も
ま
た
夏
越
祭
り
の
時
期

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
各
地

で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
新
暦
で
行

う
と
こ
ろ
、
旧
暦
で
行
う
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
牧
口
八
幡

社
は
毎
年
新
暦
７
月

３１
日
と
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
車
に
は
昨
年
頂

い
た
茅
で
作
っ
た
小
さ
な
輪
の
お

守
り
。『
蘇
民
将
来
子
孫
之
家
門
』『
悪
疫
退
散　
牧

口
八
幡
社
』『
夏
越
大
祓　
無
病
息
災　
延
命
長
寿
』

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
様
で
ま
た
こ
の
時
期

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
。

　
そ
も
そ
も
茅
の
輪
こ
ご
り
神
事
と
は
、
茅
で
作
ら

れ
た
大
き
な
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
で
、
今
年
前
半
の

お
祓
い
と
残
り
半
年
間
の
無
病
息
災
を
願
う
神
事
で

す
。
宮
司
さ
ん
奏
上
の
後
、
宮
司
さ
ん
を
先
頭
に
、

向
か
っ
て
左
に
一
周
、
次
に
右
に
一
周
、
そ
し
て
も

う
一
度
左
へ
一
周
。
最
後
に
あ
ら
た
め
て
一
同
で　

二
礼
二
拍
手
一
礼
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
神
事
は
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
に
由
来
す
る

神
事
で
す
。
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
禊
の
際
、
生
ま

れ
た
３
柱
の
尊
い
子（
３
貴
子
）の
一
人
で
す
。
左
目

を
洗
う
と
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
が
、
右
目
を
洗

う
と
ツ
キ
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
、
そ
し
て
小
鼻
を
清
め

て
い
る
と
き
に
生
ま
れ
た
の
が
ス
サ
ノ
オ
ミ
コ
ト
で

す
。
つ
ま
り
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
・
ツ
キ
ヨ
ミ

ノ
ミ
コ
ト
の
弟
に
あ
た
り
ま
す
。
荒
ぶ
る
神
で
有
名

で
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
を
困
ら
せ
、
ア
マ
テ

ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
が
天
岩
戸
に
隠
れ
る
原
因
と
な
っ

た
の
も
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
で
す
。
そ
れ
に
よ
り

高
天
原
を
追
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
す
が
、
出

雲
の
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退
治
し
正
義
の
み
か
た
と

な
っ
た
神
さ
ま
で
す
。
出
雲
神
話
の
祖
神
と
言
わ
れ

る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
。
出
雲
は
、
神
無
月
に
唯
一

神
在
月
が
存
在
す
る
特
殊
な
地
域
で
、
私
の
故
郷
で

も
あ
り
、
守
り
神
で
あ
る
大
社
さ
ん（
出
雲
大
社
）

が
あ
り
、
何
か
し
ら
の
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
く
ぐ

る
輪
の
素
材
が
藁
で
な
く
茅
な
の
も
意
味
が
あ
り
、

茅
は
大
地
を
突
き
破
っ
て
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
強
い
生

命
力
。
そ
し
て
刃
物
の
よ
う
な
鋭
い
切
れ
味
の
刃
先

に
魔
を
切
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
ひ
い
て
は
自
分
自
身
の
穢
れ
を
き
る
と
い
う
意

味
で
も
あ
る
と
か
。

　
実
は
こ
の
文
章
７
月
号
掲
載
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

も
あ
っ
て
、
皆
様
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

と
想
い
再
び
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
書
い
て
み
ま
し

た
。
今
年
も
午
後
休
が
取
れ
ま
し
た
の
で
、
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　今年度もなるほど“ザ”人権講座が始まりました。子ども達が
日ごろから学習している部落差別を中心とした人権問題について、
学びを共有し、ＰＴＡ活動や家庭教育につなげていくことがねら
いとなっています。受講生はこども園・小・中ＰＴＡの保護者で、
実行委員含めて５０名ほどです。全５回の講座を通して学習を深
めていきます。毎回講演の後にはグループ討議の時間を設け、
学びの深まりを図っています。
　それでは今年度も、講座内容や受講生の声などをこの「心の扉」
のコーナーで紹介させていただきます。
　第１回の講座では「人権を学ぶことは自ら心豊かに生きること」

人権

No.335

と題して、佐藤明郎さんを講師に招きました。講座終了後の
アンケートでは、以下のような記述がありました。（一部抜粋）

・�今でも部落差別で命を落とす人がいるというのは悲しいこ
とだと思います。
・�自分の中でも周りと比べたり、子供の事でも比較したりす
る事がある。
・�昔、親がなるほど“ザ”人権講座に参加していたことを思い
だしました。寝た子を起こすな論について、家に帰ってき
て話したことがありました。
・�九重町に差別がないのは、このような講座のおかげで成り立っ
ているのを知りました。続けていく事が大切なのだと思いま
した。
・�言葉にすることがむずかしい内容ではあるが、どうにかしな
ければならないという思いは強くある。
・�日常で子供たちを比べて差別をしているのでは？と考えさせ
られました。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができませんが、
ご質問等がございましたら、社会教育課（７６－３８２３）までお
問い合わせ下さい。

社会教育課

２０２４年度
第１回なるほど“ザ”人権講座

文
化
財
調
査
委
員
　
坂
本
　
美
樹
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　ほんの森7月号　平日 午前10時～午後６時　土・日 午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

新刊・新着図書案内　～雨の日は読書日和ですよね♪雨音のリズムを聞きながら、家族で雨読（アメヨミ）♪～　
●    児童図書・コミック
　てんてんきょうだい　 山田慶太
　はるさんと1000本のさくら　 ただのぶこ
　野球しようぜ！大谷翔平ものがたり　 とりごえこうじ
　銭天童 吉凶通り１　 廣嶋玲子
　「死んでもいいけど、死んじゃだめ」と僕が言い続ける理由　 大空幸星
　世界一やさしい依存症入門　 松本俊彦
　お金に頼らず生きたい君へ　 服部文祥
　2024 全国課題図書（小学低学年～高等学校まで全18冊）
　となりの妖怪さん（1～4）　 noho
　深夜食堂28　 安倍夜郎　
 その他多数
● 一般図書
　縁結び代官　 土橋章宏
　付添い屋・六平太17（飯綱の巻）　 金子成人　
　海を破る者　 今村翔吾
　頂上至極　 村木嵐
　俺たちの箱根駅伝（上・下）　 池井戸潤
　殿さま狸　 簑輪諒
　殿、恐れながらブラックでござる　 谷口雅美
　賭場の狼（新・大江戸定年組5・最終巻）　 風野真知雄
　レーエンデ国物語　 多崎礼
　婚活食堂11　 山口恵以子
　猫の診察で思いがけないすれ違いの末、みんな小刻みに震えました　 
 やーこ
　かなしきデブ猫ちゃん1・2　 早見和真

　火星の人（上・下）　 アンディー・ウィアー
　これだけ言って死にたい　 佐藤愛子
　三谷幸喜のありふれた生活18　 三谷幸喜
　なぜか人生がうまくいく「明るい人」の科学　 和田秀樹
　任せるコツ　 山本渉
　なぜ働いていると本が読めなくなるのか　 三宅香帆
　頭のいい人だけが解ける論理的思考問題　 野村裕之
　生き方がラクになる「ハイキュー！」のことば　 内田若希
　幸福力のコツ　あなたの人生がワクワクする９４のスイッチ　
 植西聰
　ＺＥＮ呼吸「健康」は白隠さんから　 椎名由紀
　はじめての精神科　援助者必携　 春日武彦
　強い胃腸をつくる本　 江田証
　ちいかわハングル　 ナガノ
　50歳ですが、いまさらNISA始めてもいいですか？　 鬼塚祐一
　生活費を月最大10蔓延減らす！大増税＆物価高でも豊かに暮らす節約術
　イラストレーターさぶのときめき布こもの　 さぶ
　60歳すぎたら買っておきたい100のもの　　　
　中高年のためのきみまろ式笑ドリル　 綾小路きみまろ
　農家が教える庭先果樹のコツと裏ワザ　 農文協
　おいしいご当地駅みやげ大百科　お菓子・スイーツ編　 
 旅と鉄道編集部
　70歳から必要な栄養がまるごととれる10分献立
　トコジラミ完全対策BOOK　 日本ペストコントロール協会
　一生に一度は見たい聖地の絶景100選　　
 その他多数

　雑誌の購入費を負担するかわりに、閲覧用カバーなどに広告を出せるという「雑誌スポンサー」の取り組み。当館
も2015 年から導入して、現在３つの企業と３名の匿名個人の方から計６誌の寄贈を受けています。企業広告は新刊
カバーの裏（全面）と表紙の企業名でお知らせしています。図書館でこれらの雑誌が読めるのはスポンサー様のおか
げです。今後ともよろしくお願いいたします！最新号をお手にされるときにはぜひ、カバー広告もご覧になってください。

『雑誌スポンサー様、ありがとうございます！』

　７月の担当グループは「スター」のみなさんでした。
８月は「ぷちトマト」のみなさんです。（8/10 予定）
参加してくれたお友だちは好きなシール選んで貼ってくださいね！
 ささやかですが、紙風船やジグソーパズルなどのおみやげもありますよ♪お待ちしています。

●「おはなし会」 毎月第2土曜（10時30分~11時）

お知らせ

「レタスクラブ」のスポンサーは
「九州電力」様

「サライ」のスポンサーは
「八鹿酒造」様

「Ｃｏｍｅｈｏme!」のスポンサーは
「日野書店」様

「みんなのスポーツ」のスポンサーは
匿名希望（個人）様

「ちいさい・おおきい・よわい・つよい」と
「子どもの本棚」の
スポンサーは
匿名希望（個人）の
２名様

料理レシピはもちろ
ん、コミックエッセイ
が家事の息抜きにな
る人気の雑誌。

図
書
館
は
本
の
森
。読
書
の
愉
し

み
、ひ
と
り
の
時
間
を
極
上
に
し
て

く
れ
る
１
冊
を
探
し
に
、ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

「本物と正統」をテ
ーマにゆとり世代に
向けたちょっとイイ
雑誌。優雅な気分に
なれます。

もっとわが家が好き
になる！ステキな暮
らしのヒントが詰ま
った本。

新たに、４月からご
寄贈いただいていま
す。全国スポーツ推
進委員連合の機関紙
（月刊）です。

どちらも子育てや子
どもの読書環境に丁
寧に向き合っている
良質な雑誌です。

雑誌スポンサーについてのお申込、お問い合わせは図書館（７６- ３８８８）または図書館のホームページをご覧ください。
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●　暮らしの情報

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

■   
と
　
き　
８
月
７
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ
　
九
重
町
役
場　
玄
関
フ
ロ
ア

■ 

お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７
３‐７
６‐３
８
３
８
）

第
35
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

（
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
部
門
）

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■   

趣
　
旨　
地
域
間
・
世
代
間
交
流
を
通

じ
て
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社

会
づ
く
り
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
健
康

と
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
と
　
き
　

　
令
和
６
年
９
月
22
日
㈰

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
令
和
６
年
10
月
６
日
㈰

■
と
こ
ろ　
大
洲
総
合
運
動
公
園
他

■ 

種
　
目　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等

■ 

参
加
資
格　
大
分
県
在
住
で
、
原
則
と

し
て
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳

以
上
の
者

■ 

募
集
期
間　
７
月
24
日
㈬
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
健
康
福
祉
課
ま
で

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
３
８
２
１
）

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き

　
８
月
１
日
㈭　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
2
会
議
室

■  

内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

　
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き

　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き

　
8
月
９
日
㈮

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■ 

と
　
き　

　

 

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場（
日
田
市
）

■  

内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
老
後
の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の

賃
貸
借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
に

伴
う
養
育
費
や
財
産
分
与
、
尊
厳
死
宣

言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る

相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認

証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問
題
に

関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■ 
と
　
き　

　
８
月
８
日
㈭　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

■
内
　
容　

　

 

差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誹

謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
隣
保
館

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
２
４
６
８
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　
き　

　
８
月
8
日
㈭　
午
後
2
時
～

■
と
こ
ろ　

　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容

　

 

う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
そ
の
他　

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

年
金
相
談

■
と
　
き　

　
８
月
28
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場 

１
階
１
０
１
会
議
室

■ 

そ
の
他

　

 

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日
田
年
金
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

　
特
定
の
障
害
や
病
気
を
理
由
に
優
生
手

▲ＨＰ

血液が不足しています。
皆さんのご協力をお願い
します！
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暮らしの情報　●

■
募
集
期
間　

　
８
月
28
日
㈬
～
10
月
１
日
㈫

■
訓
練
期
間

　
11
月
１
日
㈮
～
令
和
７
年
４
月
28
日
㈪

■
そ
の
他

　
８
月
20
日
㈫
に
説
明
会
実
施

　

 

８
月
６
日
㈫
、
８
月
27
日
㈫
に
見
学
会

実
施

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

２
０
２
４
年
福
祉
・
保
育
・

看
護
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

■   

と
　
き　
８
月
10
日
㈯　
午
前
９
時
30

分
～
正
午（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田

■ 

そ
の
他
　
参
加
無
料
、
予
約
不
要
、
服

装
自
由
、
履
歴
書
不
要
、入
退
場
自
由

※ 

参
加
事
業
所
は
７
月
下
旬
頃
、
日
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開

■ 

お
問
い
合
わ
せ　

　
【
福
祉
部
門
】

　
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
７
０
２
６
）

　
【
保
育
部
門
】

　
日
田
市
子
ど
も
未
来
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
８
３
１
７
）

　
【
看
護
部
門
】

　
日
田
市
健
康
保
険
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
３
０
０
０
）

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保

安
学
校
学
生
採
用
試
験

【
海
上
保
安
大
学
校
】

■   

申
込
期
間　

　
８
月
22
日
㈭
～
９
月
４
日
㈬

■
試
験
日
　

　
10
月
26
日
㈯
、
10
月
27
日
㈰

【
海
上
保
安
学
校
】

■   

申
込
期
間　

　
７
月
16
日
㈫
～
７
月
25
日
㈭

■
試
験
日
　
９
月
22
日
㈰

※ 

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
採
用
情
報N

A
V

I

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■ 

お
問
い
合
わ
せ　

　
海
上
保
安
部
管
理
課

（
☎
０
９
７
‐
５
２
１
‐
０
１
１
２
）

自
衛
官
な
ど
の
採
用
情
報

　

　
採
用
区
分
に
よ
り
受
付
期
間
、
試
験
期

間
が
異
な
り
ま
す
。
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
チ
ラ
シ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
詳

し
く
は
、
自
衛
隊
日
田
地
域
事
務
所（
☎

０
９
７
３
‐
２
４
‐
０
８
０
９
）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　
大
分
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

　
「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」が
つ
い
て
い
な

い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
は
所
持
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
県
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
に
出
向
き
、
登
録
証
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
登

録
証
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
未
登
録
物
件
の
所
持
・
売

買
は
で
き
ま
せ
ん
。

■ 

と
　
き　
９
月
11
日
㈬
、

　
令
和
７
年
１
月
15
日
㈬
、
３
月
12
日
㈬

　
の
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
※
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ　
県
庁
新
館
13
階
１
３
３
会
議
室

■
持
参
物　
現
物
と
発
見
届
出
済
証

■
手
数
料　

　
・
登　
録　
１
件
６
，
３
０
０
円

　
・
再
交
付　
１
件
３
，
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
教
育
庁
文
化
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８
）

受
講
料
無
料
！ 

11
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　

 

機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
科

　
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
ビ
ル
管
理
技
術
科

　

 

電
気
シ
ス
テ
ム
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講

習
・
企
業
実
習
付
き
）

　

 

も
の
づ
く
り
溶
接
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

講
習
付
き
）

術
を
受
け
た
方
に
、「
旧
優
生
保
護
法
一
時

金
支
給
法
」
に
基
づ
き
国
か
ら
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
県
で
は
相
談
窓
口
を
設

置
し
、
情
報
提
供
・
請
求
等
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
窓
口
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象　

　

 （
ご
存
命
の
方
）
昭
和
23
年
９
月
11
日

か
ら
平
成
８
年
９
月
25
日
ま
で
の
間

に
、
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
・
放
射

線
の
照
射
を
受
け
た
方
（
た
だ
し
母
体

の
保
護
、
病
気
の
治
療
等
の
方
は
除
き

ま
す
。）

■
請
求
期
限
　
令
和
11
年
４
月
23
日

　
（
法
改
正
に
よ
り
延
長
さ
れ
ま
し
た
）

■  

相
談
窓
口

　
電
話
相
談（
専
用
）

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
７
６
０

　
メ
ー
ル
相
談（
専
用
）

　

sodan12210@
pref.oita.jp

 　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
‐
５
０
６
‐
１
７
３
５

■
受
付
期
間　

　

 

前
８
時
30
分
～
17
時
15
分　
月
曜
～
金
曜

（
休
み
：
土
日
祝
、
年
末
年
始
）

※ 

対
象
相
談
を
希
望
す
る
方
、
手
話
通
訳
を

利
用
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

大
分
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
請
求
手
続

き
に
つ
い
て
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

 

大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
政
策
・
感
染

症
対
策
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
７
５
）

▲ＨＰ

▲ＨＰ
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推
　
薦
　
三
　
句

推
　
薦
　
三
　
句

　
「
合
歓
の
木
」
は
夏
の
季
語
。

　

小
葉
が
夜
間
に
閉
合
す
る
の
で
「
眠
り
の
木
」

「
ね
む
の
木
」
と
な
っ
た
と
か
。
物
忘
れ
は
、
年

と
と
も
に
誰
に
で
も
起
こ
る
現
象
。
中
七
の
「
音

な
く
進
む
」
が
何
と
も
言
い
得
て
妙
。
季
語
の

合
歓
の
木
と
物
忘
れ
が
不
思
議
と
調
和
し
て
、

共
感
を
呼
ぶ
一
句
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

合
歓
の
花
音
な
く
す
す
む
物
忘
れ

時
松　

由
美
子
（
寿
ゼ
ミ
）

す
っ
か
り
夏
め
い
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
に
夢
で
逢
い
た

い
人
が
い
ま
す
。
少
女
時
代
の
仲
良
し
、
は
た
ま
た
青
春
時

代
の
恋
人
？
言
い
足
り
な
い
分
、
読
者
の
想
像
は
無
限
で
す
。

夏
め
く
や
夢
に
逢
い
た
き
人
の
お
り

佐
藤
八
千
子

苦
瓜
は
、
見
た
目
は
悪
い
が
ゴ
ー
ヤ
の
お
ひ
た
し
、
胡
麻
和

え
な
ど
食
べ
だ
し
た
ら
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
た
中
七
、
下
五
の
フ
レ
ー
ズ
。
誰
も
が
に
や
け
て
し

ま
い
ま
す
。

苦
瓜
や
顔
に
似
合
わ
ず
い
い
男

桐　
　
　

友 　

夏
帰
省
は
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。
玄
関
を
開
け
て
大
き
な

声
で
家
に
入
っ
て
く
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。「
笑
い

を
持
ち
帰
る
」の
フ
レ
ー
ズ
に
誰
も
が
共
感
で
す
。

夏
帰
省
吾
子
は
笑
い
を
持
ち
帰
る

竹
石　

末
子

合
ね む

歓の花

（
句
評
）
虚
子
は
、
具
体
的
な
事
物
を
詠
む
写
生
を「
客
観
写
生
」、
心
の
内
を
詠
む

写
生
を「
主
観
写
生
」と
呼
び
ま
し
た
。
感
情
や
心
象
風
景
も
写
生
な
ん
で
す
。
挙

げ
句
の
３
句
は
心
象
風
景
を
し
っ
か
り
と
捉
え
る
主
観
写
生
の
句
で
す
。
ユ
ー
モ

ア
も
溢
れ
ま
す
。（
選
者
）

（
後
記
）

７
月
は
い
よ
い
よ
夏
本
番
、
季
語
を
先
取
り
し
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

早
苗
田
や
ひ
と
ふ
で
描
き
の
景
色
成
る    

則
子

久
々
に
巣
立
ち
の
燕
妻
と
見
る　
　
　
　

 

干
城

青
空
が
よ
く
よ
く
似
合
う
夾
竹
桃　

     

重
吉

寄
植
え
の
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
抜
き
ん
出
り  

純
子

白
雨
や
傘
を
差
し
だ
す
農
婦
の
手      

ト
シ
子

賢
明
な
人
ば
か
り
見
ゆ
雲
の
峰  　
　

   

香
澄

終
活
中
亡
母
の
手
縫
い
の
湯ゆ
か
た
び
ら

帷
子　
　
　

 

好
美

宇
宙
ま
で
飛
び
ゆ
け
青
春
矢
車
草　
　
　

 

ヤ
ス
コ

余
り
笛
我
は
こ
の
道
生
き
て
ゆ
く　
　
　

  
 

豊
國

切
な
さ
や
竹
の
皮
散
る
無
二
の
友　
　

  

チ
ズ
子

お
土
産
の
南
部
風
鈴
風
の
ま
ま　
　
　
　

 
き
く
み

ど
の
人
も
顔
見
知
り
な
り
濃
紫
陽
花 
左
世
美

風
鈴
や
夕
餉
の
涼
を
運
び
け
り　
　
　

 

き
よ
こ

新
緑
や
天
ま
で
続
く
散
歩
道　
　
　
　
　

 

次
江

初
曾
孫
手
の
ひ
ら
ほ
ど
の
白
い
靴　
　

  

文
子

夏
の
夢
笑
顔
の
夫
声
発
せ
ず　
　
　
　
　

 

律
子

シ
ャ
ボ
ン
玉
太
陽
小
さ
く
ゆ
が
め
つ
つ　

 

泉
渓

終
戦
日
ま
だ
戦
争
は
終
わ
ら
な
い 

恵
子

花
手
水
水
底
沈
む
夏
の
雲 

春
蘭 

星
あ
ま
た
植
田
の
水
に
月
揺
れ
て     

ス
エ
ノ

浴
衣
着
て
夏
半
月
に
照
ら
さ
れ
て　
　

 

ム
ツ
子

夏
の
朝
母
を
訪
ね
て
一
里
半     　

 

良
子　

誕
生
日
友
が
届
け
た
赤
い
バ
ラ　
　
　

 

恵
津
子

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
三
席

　
二
十
三
席

記

歳

時

第
三
十
四
回
大
分
県
現
代
俳
句
大
会
　
　
入
選
句
紹
介

　

第
三
十
四
回
の
大
分
県
現
代
俳
句
大
会
が
去
る
六
月
九
日
大
分
市
の
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九

重
町
は
三
〇
名
に
及
ぶ
会
員
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
大
会
で
は
、
九
名
の
方
が
上
位
入
選
で
す
。
平
素
の

ご
精
進
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

大
会
秀
逸
賞　

極
楽
は
右
折
で
し
た
ね
遍
路
道　
　
　
　
　

�
�

�

（
幸
谷　

恵
子
）

大
会
優
良
賞　

地
震
の
能
登
打
て
ぬ
春
田
の
千
枚
田　
　
　

�
�

（
甲
斐　

素
純
）

　
　
　
　
　
　

抹
茶
碗
ぐ
る
り
と
回
し
春
を
呑
む　
　
　
　

�
�

（
井
上
紀
久
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7
月
・
8
月
の
休
日
当
番
医

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

人 の 動 き
6 月1 日～ 6 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,390 人 （ - 1 8 ）
男 4,022 人 （ - 7 ）
女 4,368 人 （ - 1 1 ）

世帯 3,862 （ ± ０　）
（　）は前月からの増減

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ● 

歯
　
科
　
医

月 日 医院名 住所 電話番号
7 月 21 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127 8 月 11 日 ア ペ ッ ク ス 歯 科 日田市 0973-22-0075

28 日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 0973-72-7100 12 日 よ し ま さ 歯 科 日田市 0973-23-8148
8 月 4 日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 0973-78-8811

11 日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711
12 日 三池循環器科内科クリニック 塚 脇 0973-72-6101
13 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 0973-72-0330
14 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167
15 日 高 田 医 院 春日町 0973-72-2135
18 日 荒 木 医 院 森 0973-72-2466

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

麻
あ そ う

生　 鉄
て つ お

雄 １０２ 見 留

穴
あ な い

井　 岩
い わ お

夫 ８５ 下 旦 三
池
い け な が

永　 保
や す お

雄 ８３ 南 区
伊
い と う

東　 長
ちょうはち

八 ８９ 中 央 五
今
い ま ぎ れ

給黎　澄
す み こ

子 ９５ 陣の内上
梅
う め き

木　 征
せ い じ

治 ８４ 見 留
筬
おさじま

島　扶
ふ み え

美惠 ９４ 無 田 下
河
か わ の

野　 綾
あ や こ

子 ９５ 荻 釣 上
佐
さ と う

藤　 峯
み ね こ

子 ９３ 川 東 下
佐
さ と う

藤　 美
み の り

德 ７６ 相 狭 間
佐
さ と う

藤　ミ
み や こ

ヤ子 ９６ 重 原
白
し ら ち

地  ミ
み ゆ き

ユキ ８４ 黒 猪 鹿
矢
や の

野　 芳
よしてる

輝 ９０ 富 迫 上

110 交通安全 2024.6月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 15 15
野 上 27 27
飯 田 1 1 79 80
南山田 2 1 34 35

計 3 2 155 157
出生 （敬称略）

おなまえ 性別 保護者 行政区
左

さ と う
藤　 幸

こ う や
弥 男 良

り ょ う た
太 後 河 内

武
たけいし

石　 優
ゆ う ひ

陽 男 翔
し ょ う た

大 甘 川 水

おめでとうございます

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ　花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

 編 集 後 記
　梅雨の季節となり、雨の降る日が多くなっ
てきております。体調はもちろん気分的にも
沈まないよう気を付けたいところです。
　特集の「給食サービスボランティア」の取
材では、４団体とも大変お忙しい中、対応
していただきましてありがとうございまし
た。お茶休憩や昼食のお弁当をいただくな
どお世話になりっぱなしでしたが、この紙面
が皆様の活動を一人でも多くの方に知って
いただくきっかけとなりましたら幸いです。　　　　　　　　　　 

T.U

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

● 当番医設定のない休日の歯の急患は、別府口腔保健セ
ンター（別府市 0977-21-5657）で対応します。

7月生まれ

武
た け だ

田 望
の あ

亜 さん

（保護者：武
た け だ

田和
かずまさ

将）
３歳

髙
たかくら

倉 快
かいせい

晟 さん

（保護者：高
たかくら

倉平
へ い じ

治）
3歳 佐

さ と う
藤 歓

かんすけ
祐 さん

（保護者：佐
さ と う

藤壽
としゆき

幸）
1歳

恒
つねなり

成 航
こ う し ろ う

史郎 さん

（保護者：恒
つねなり

成一
かずふみ

史）
3歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎える、
九重町に住所があるお子さんが
対象です。
詳しくは九重町ホームページを
ご覧ください。

問 情報デジタル推進課
　　(☎ 76-3874)

8月がお誕生日のお子さん
7月２4日（水）

9月がお誕生日のお子さん
８月２３日（金）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ
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